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研究成果の概要（和文）：本研究は、ジェンダーの視点に立った女性関連資料の分析・評価と資

料の効果的な活用方法を明らかにすることにより、女性アーカイブを構築することを目的に実

施した。具体的な成果として、女性アーカイブを利用した研修プログラムの開発・実施、「女性

デジタルアーカイブシステム」の構築・公開を行い、資料の効果的な活用・提供方法を明らか

にした。また、「全国女性アーカイブ所在情報データベース」の構築・公開により、全国に散在

する女性アーカイブの存在を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This research was conducted with the aim of creating women's archives
by analyzing and evaluating historical materials relating to women from a gender perspective,
and considering ways to utilize the archives. In order to promote effective use of the women's
archives, learning programs utilizing archive collections were developed and experimentally
implemented, and the Women's Digital Archive System was created. In addition, Japanese
Women's Archives Directory was constructed based on a survey to find the status of historical
materials on women in Japan.
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その原因を探り、解決方法を見いだすため
には、現在の女性の地位・状況がどのように
形成されたかを歴史的事実にもとづいて検
証し、次世代の女性に何を引き継ぎ、今後さ
らに何をめざしてゆくべきか、を検証する必
要がある。つまり、歴史を学び、女性の地位
向上の歩みをたどることが、男女共同参画社
会の実現に不可欠な条件である。
しかしながら、これまでわが国においては、

女性に関する研究の基盤となるジェンダー
の視点で女性を捉えた資料の蓄積・提供が極
めて不十分な状況にあり、研究の困難性を招
いている。また、今日、市町村合併、各種女
性団体メンバーの高齢化等により女性研究
に必要な資料の廃棄、散逸、劣化が深刻とな
っており、その対応は緊急を要する課題であ
る。統一的、総合的にジェンダーの視点に立
って資料を収集・整理し、デジタル化により
保存・提供する女性アーカイブの構築に関す
る実践的な研究が不可欠である。
我が国においては、2005 年に日本アーカ

イブズ学会が発足し、アーカイブ研究が始ま
っているものの、ジェンダーの視点に立った
構築、研究は殆ど行われていない。また、女
性に関する資料は、現状では図書館や個人に
着目した記念館などに収集されているもの
もあるが、それらは断片的で他資料との関連
が不明確であったり、目録が未整備であるな
ど整備されているものは極めて少ない。
こうした中で、国立女性教育会館の「女性

アーカイブセンター機能に関する調査研究」
（平成 17-18 年度）は先行研究として唯一の
ものと言える。この研究によって女性関連資
料の所在など、基本となる資料の状況が明ら
かになった。同時に女性アーカイブとしての
要件について考察し、方向を提示した。
本研究は、この先行研究を踏まえて、2007

年度は、個別資料に当たり、そこから女性関
連資料の評価の方法、基準等を中心に検討を
行いつつ、女性アーカイブの構築と提供に関
する調査研究を、2008 年度は、女性アーカ
イブの活用方法の研究と活用プログラムの
開発、2009 年度は、全国に点在する女性関
連資料を全体的に把握できるような総合目
録を作成するための実践的研究を行った。

２．研究の目的
(1)女性関連資料を分析・評価し、男女共同
参画の社会的プロセス、キャリア形成、リー
ダー形成等の視点からその位置づけを明ら
かにする。
(2)位置づけを明らかにした資料を女性アー
カイブとして提供するための具体的、かつ効
果的な方法を明らかにする。
(3)女性アーカイブの多面的活用方法を明ら
かにする。
(4)全国的視点から、日本における「全国女

性アーカイブ総合目録」に必要な構成要素を
明らかにするとともに、データベースを構築
する。

３．研究の方法
(1)女性アーカイブについての基礎的研究
(2007 年度)
国立女性教育会館受入資料のうち、以下の

コレクションを取り上げ、第一に男女共同参
画社会の実現に向けた社会的プロセスの視
点、第二にキャリア形成、リーダー形成の視
点に基づき、分析と評価を行った。

①奥むめおコレクション（戦前・戦中・戦後
を通して暮らしに根づいた女性運動を展開
した奥むめお（1895〜1997）に関する資料） 

第一の視点から戦前および戦後にかけて
の奥を中心とした女性団体活動の分析を、第
二の視点から奥のキャリア形成およびリー
ダー形成の過程を分析した。
②全国婦人新聞社取材写真コレクション（女
性問題専門紙『女性ニューズ』（旧『全国婦
人新聞』全国婦人新聞社発行）の取材写真）
第一の視点から「国連婦人の 10 年」の後

半期における女性の民間活動の実態を解明
し、男女行動参画社会へのプロセスを明らか
にした。
③稲取婦人学級資料（文部省が昭和 29（1954）
年度から昭和 31（1956）年度にかけて実施し
た稲取実験婦人学級に関する資料）
第一の視点から女性の学習活動の方法に

ついて分析した。

(2)女性デジタルアーカイブシステム構築の
ための調査研究(2007 年度)
「女性アーカイブセンター機能に関する調

査研究」（平成 17-18 年度、国立女性教育会
館）において示された仕様に基づき、「女性
デジタルアーカイブシステム」を構築した。
(1)で取り上げたコレクションを中心とし

た 5,000件超の目録データの作成と一部資料
の電子化を実施し、データを本システムに搭
載して試験的に公開した。公開にあたり、検
索メニューとして男女共同参画年表等を用
い、データの効果的な提供方法について検証
した。

(3)女性アーカイブの活用に関する調査研究
(2008 年度)

男女共同参画社会の推進、女性のキャリア
形成、地方の女性関連施設等における女性ア
ーカイブ構築の支援等の目的に女性アーカ
イブを活用するため、(1)の資料分析・研究
に基づき、実践的なプログラム研究を行った。

①奥むめおコレクションを活用した若者向
けプログラムの開発



社会活動キャリアの事例として奥むめお
を取り上げ、男女共同参画意識をもち、歴史
的・社会的な視点に立って個人のキャリアを
形成することを目的とした、学生対象のプロ
グラムを開発した。
②奥むめおコレクションを活用した女性の
キャリア形成のための研修プログラムの実
施

・「男女共同参画のための研究と実践の交
流推進フォーラム」でワークショップ「女性
アーカイブセンター所蔵資料から学ぶ女性
の社会参画」を実施した。

・「女性のキャリア形成支援推進研修」で
講義「パイオニア女性に学ぶ：キャリア形成
の視点から奥むめおを読み解く―国立女性
教育会館『アーカイブセンター』の資料から
―」を実施した。
③女性アーカイブを構築する実務者を対象
とした研修プログラムの開発
・女性アーカイブに関わる人材の育成・能

力開発と人的ネットワークの構築を目的と
したプログラム「女性情報アーキビスト入門
講座」のシラバス案を作成した。

(4)全国女性アーカイブ総合目録構築のため
の調査研究(2008、2009 年度)

全国の図書館、文書館、女性関連施設等
1,246 機関を対象に「全国女性アーカイブ所
在調査」を実施し、788 機関から回答を得た。
この結果をもとに「全国女性アーカイブ所在
情報データベース」構築のため必要なデータ
構成要素等を検討し、2009 年度に同データベ
ースを構築・公開した。

(5)女性アーカイブの構築・活用に関する実
践活動研究(2009 年度)
①(3)①で開発したプログラムを基に、キャ
リア形成を目的とした大学生対象の研修を
実施した。
②(3)③で開発したプログラムを基に、「女性
情報アーキビスト入門講座」を実施した。

４．研究成果
(1)女性関連資料の分析・評価
国立女性教育会館受入の個々の資料を、男女
共同参画社会の実現に向けた社会的プロセ
スの視点や、キャリア形成、リーダー形成の
視点に基づいて分析・評価することで、個々
の資料の価値を定めると同時に、女性関連資
料分析の手法を確立した。

この成果を基に、「女性デジタルアーカイ
ブシステム」搭載の資料解説、国立女性教育
会館女性アーカイブセンター資料展示にて
配布の資料解題、資料を活用した研修プログ
ラムの開発など様々な成果が生まれ、資料の
多面的な活用を図る際に、分析・評価が重要
な基礎となることが示された。

(2)女性デジタルアーカイブシステム

女性デジタルアーカイブシステム
http://w-archive.nwec.jp/

本研究において構築した女性デジタルア
ーカイブシステムには、アーカイブ資料の特
性に合わせて作成した目録データと、一部資
料を電子化した画像を搭載している。これに
より、時間、空間を気にすることなく資料の
利用が可能になり、劣化が進み、文字が判読
しにくくなった資料も、安全・簡便な利用が
可能になった。
資料の効果的な提供を考え、キーワード検

索のほか、ポスター、写真などから選ぶ資料
種別検索、明治元年から近年までの女性史年
表からその年の出来事に関わりのある資料
を選ぶ年表検索など、様々な検索方法を用意
している。
2007年度の試験公開を経て2008年 10月に

正式公開し、2009 年度には累計約 8,100 件の
目録データを搭載し、年間 60,000 件を超え
るアクセスがあった。
後述の「全国女性アーカイブ所在情報デー

タベース」へのリンクを設けているほか、各
種データベース群、女性情報関連ホームペー
ジ群などを横断検索できる、国立女性教育会
館 提 供 の 女 性 情 報 CASS
（ http://winet.nwec.jp/hbs/index.html）
を通じて、他のデータベースとの横断検索が
できるよう設定し、利用者がより多くの情報
を得られるよう工夫している。

今後は関連施設とのネットワーク化を図
ることにより、国立女性教育会館所蔵資料の
みならず、他機関の女性関連資料の提供をも
行う窓口となることが期待される。

(3)女性アーカイブを活用した研修プログラ
ムの開発と実施
(1)の資料分析を基に、奥むめおコレクシ

ョンを活用した研修プログラムを開発、実施
した。

①「女性アーカイブセンター所蔵資料から学
ぶ女性の社会参画」
平成 20 年 8 月 29 日（金）16:00～18:00
場所：国立女性教育会館
交流推進委員：国立女性教育会館客員研究員



尼川洋子
研究発表者：国立女性教育会館客員研究員
上村千賀子
国立女性教育会館主催男女共同参画のた

めの研究と実践の交流推進フォーラムのワ
ークショップとして、男女共同参画の拠点づ
くりをテーマに講義とグループ討議を行っ
た。

②「パイオニア女性に学ぶ：キャリア形成の
視点から奥むめおを読み解く～国立女性教
育会館『女性アーカイブセンター』の資料か
ら」
平成 20 年 10 月 9 日（木）9:00～9:45
場所：国立女性教育会館
情報提供者：国立女性教育会館客員研究員
上村千賀子
参加者：76 名

女性のキャリア形成の事例として奥むめ
おを題材に講義を行った。

①「どう活用する女性アーカイブ－学ぶ、調
べる、楽しむ」
平成 21 年 8 月 30 日（日）9:00～11:00
場所：国立女性教育会館
交流推進委員：国立女性教育会館客員研究員
青木玲子
施策説明者・事例提供者：埼玉県立文書館主
任学芸員 新井浩文
研究発表者・事例提供者：渋沢栄一記念財団
実業史研究情報センター長 小出いずみ、国
立女性教育会館客員研究員 上村千賀子
参加者：31 名
国立女性教育会館主催男女共同参画のた

めの研究と実践の交流推進フォーラム（NWEC
フォーラム）のワークショップとして、奥む
めおコレクションを活用した研修プログラ
ムの開発について事例報告を行った。
他の発表者とともに今後の活用に向けた

提案を行い、女性アーカイブの活用について
意見交換を行った。

②川村学園女子大学・キャリアセミナー in
NWEC「私のキャリアを考える～これから社会
に出るあなたへ」
平成 21 年 9 月 11 日（金）～12 日（土）（1
泊 2日）
場所：国立女性教育会館
参加者：川村学園女子大学生 21 名
社会活動キャリアの事例として奥むめお

を取り上げ、男女共同参画意識をもち、歴史
的・社会的な視点に立って個人のキャリアを
形成することを目的に講義とグループ討議
から成るセミナーを行った。

③大学生等ライフプランニング支援コース
～アーカイブを用いたロールモデル分析～

平成 21 年 10 月 8 日（木）13:00～14:30
場所：国立女性教育会館
学習支援：国立女性教育会館研究国際室客員
研究員 飯島絵理、国立女性教育会館事業課
専門職員 佐國勝
事例提供者：国立女性教育会館情報課客員研
究員 上村千賀子
参加者：15 名

国立女性教育会館主催女性のキャリア形
成支援推進研修のワークショップとして、②
の事例を報告し、大学生等のキャリア形成に
必要な支援について意見交換を行った。

以上のプログラム開発・実施により、対象
者ごとに様々な切り口から、女性アーカイブ
を活用した研修プログラムを実施できるこ
とが証明された。

ことに大学生向けのプログラムについて
は、2010 年度に埼玉大学との連携授業を行う
など、その後も発展し続けている。

(4)女性アーカイブを扱う実務者向け研修プ
ログラムの開発と実施

「女性情報アーキビスト入門講座」
平成 22 年 2 月 8日（月）～9日（火）（1泊 2
日）
場所：国立女性教育会館
参加者：80 名

全国の女性アーカイブの保存・提供に携わ
る実務者を対象に、女性アーカイブ整理のた
めの基礎知識、著作権の考え方、保存技術、
活用方法といった具体的な手法の習得と、相
互の情報交換を行い、全国に散在する女性ア
ーカイブの構築・活用とネットワークの形成
を図った。

本講座では、定員を上回る大幅な受講申込
があり、女性アーカイブの保存・提供・活用
に関する知識、技術、情報について実務者の
高い要求があることがあらためてわかった。

今後も同様の研修、あるいは入門から発展
した応用の研修プログラムを開発、実施して
いきたい。

(5)全国女性アーカイブ所在情報データベー
ス

全国女性アーカイブ所在情報データベース
http://winet.nwec.jp/w-archive_japan/



本研究において構築し、2009 年 1 月に公開
した全国女性アーカイブ所在情報データベ
ースは、日本国内各地の女性関連資料を保
存・公開している施設・機関・団体の情報を
データベース化したもので、各機関で所蔵す
る女性アーカイブの概要、利用できるサービ
スなどを掲載している。
キーワード検索のほか、機関種別検索、地

域/都道府県別検索を用意し、シンプルな操
作で目的の情報を得られるよう配慮してい
る。また、女性デジタルアーカイブシステム
同様、国立女性教育会館提供の女性情報 CASS
を通じて、他のデータベースとの横断検索が
可能である。
本データベースの構築・公開により、これ

まで所在情報が広く知られていなかった、女
性関連資料の存在が広く一般に明らかにな
り、女性教育のナショナルセンターである国
立女性教育会館を中核とした関係機関のネ
ットワークを形成することが可能になった。
現在 112機関の情報を掲載しているが、今後、
必要に応じて各機関の情報を更新し、より多
くの機関情報を追加することで、充実した情
報を提供し、女性アーカイブの収集と活用を
促進していく予定である。

５．主な発表論文等
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線）
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